



























































































































検索表記 自発 受身 可能 尊敬 その他 計 検索表記 総数
1 えれ 2 2 128 0 2 134 かれ 36983
2 けれ 0 2 198 0 5 205 され 311053
3 せれ 0 12 66 0 0 78 たれ 4385
4 てれ 0 1 24 0 0 25 なれ 7144
5 ねれ 0 0 8 0 0 8 はれ 601
6 へれ 0 0 0 0 0 0 まれ 42599
7 めれ 0 9 121 0 0 130 やれ 1423
8 れれ 1 12 46 0 0 59 られ 220361
9 げれ 0 3 108 0 0 111 われ 103621
10 ぜれ 0 0 0 0 0 0 計 728170
11 でれ 0 0 27 0 0 27
12 べれ 0 1 536 0 0 537




　　　　　　【表２】　　　　　　　　　　　  【表３】　　　　　 　　　【表４】
データ名 年代 用例数 百分率
1 書籍 1971～2005年 77 5.9 
2 雑誌 2001～2005年 0 0.0 
3 新聞 2001～2005年 2 0.2 
4 白書 1976～2005年 4 0.3 
5 広報誌 2008年 2 0.2 
6 Yahoo!知恵袋 2005年 709 54.0 
7 Yahoo!ブログ 2008年 516 39.3 
8 教科書 2005～2007年 0 0.0 
9 韻文 1980～2005 0 0.0 
10 法律 1976～2005 0 0.0 
11 国会会議録 1976～2005 4 0.3 
















































































































































  　　　　　　　　　　　【表５】　　　　　　　　　　 　 【表６】　　 　　　　【表７】　 
用例数
検索表記 検索数 誤入力数 用例数 検索表記 総数 意味 用例数
1 れれず 1 1 0 られれ 13202 自発 7
2 れれぬ 2 2 0 られそ 11027 受身 93
3 れれん 0 0 0 られま 72680 可能 27
4 れれな（い／かった） 13 5 8 られて 74842 尊敬 31
5 れれよう 0 0 0 られた 71134 不明 11
6 れれた 43 19 24 られよ 8182 計 169
7 れれて 106 49 57 られな 62074
8 れれま（す／せん） 34 19 15 られん 8017
9 れれる 104 46 58 られぬ 7620
10 れれそ（うだ／です） 0 0 0 られず 5937
11 れれれ（ば） 38 31 7 られる 73599
計 341 172 169 計 165429























































































































　行かる　　　 行かるる 　　行かれる　　　　　　　　　　                       〔意味上の同化〕
　　　　　　　　　　　　　  　 a1　　　　　　




　取らる　　　　取らるる　　 取られる　　 取られる      　　　　　　　　　 〔意味上の同化〕
　　　　　 　　　　　　　　　 　a1 　　　　a1
　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　   取られれる　　
　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｅ　　
　　　　　      　取らる　　　 取れる　　　　  取れれる　   　　取れれれる
　　　　　　　　　　　　　　 b〔可能動詞〕　　　d　　　　　　　　ｆ
〈上一段活用〉
　見らる          見らるる        見られる          見られる　　　　　　　　　　〔意味上の同化〕
　　　　　　　　　　　　　　　a2　　　  　　a2　　　　




　食べらる     食べらるる       食べられる        食べられる　　　　　　　　〔意味上の同化〕
　　　　　　　　　　　　　　　a2　  　　  　　a2　　



























　　　　　　　　　　　　　　　  される　　　される　         　　　    　　　〔意味上の同化〕
　　　　　　　　　　　　　　　　 a1  　　　　a1
　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　　 されれる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　e




















　　  ○ 栄わたくしはあまり射
い
た事
こと
がござりません【ト云ながら弓（ゆみ）ヲトル】遊何
なに
さいれ
るものよ。〈栄三郎→可遊（長五郎）、金錦三調伝・早田五猿・天明3年・1783年〉
（２） 国広（2010）は、助動詞「れる・られる」の意味用法は「受身・可能・尊敬」であるとして、
「自発」の意味を挙げていない。
（３）真田（2000）による。
（ 52 ）
（４） 〈れれる言葉〉の実例発生について早くに指摘または言及したものとして、浅川（2011）・
内舘（2013）・野口（2013）がある。
（５） 平成18年（2006年）にインターネットの人口普及率（インターネット利用人口を全人口で
除したもの）が68.5パーセントに達しインターネットが一般家庭の間に相当に普及した。
ブログ・ツイッター・フェイスブックなどのいわゆるソーシャルネットワーキングサービ
スの普及によって、大衆レベルからの膨大な情報発信が可能になった。しかし、これは共
通語の運用にさまざまな影響を与え、規範的な共通語の運用からの逸脱としての「誤用表現」
を大量に発生させる媒体のひとつとなっている（浅川2013）。
（６） https://chunagon.ninjal.ac.jp/bccwj-nt/search（大学共同利用機関法人人間文化研究機構
国立国語研究所）。『均衡コーパス』が2012年3月現在で検索対象としているのは以下の11種
のデータであり合計約1億500万語である。サンプルはそれぞれ無作為抽出によって抜き出
されている。書籍 （1971～2005年、22,058件、約6,270万語）、雑誌 （2001～2005年、1,996件、
約440万語）、新聞 （2001～2005年、1,473件、約140万語）、白書 （1976～2005年、1,500件、
約490万語）、教科書 （2005～2007年、412件、約90万語）、広報紙 （2008年、354件、約380
万語）、Yahoo!知恵袋 （2005年、91,445件、約1,030万語）、Yahoo!ブログ （2008年、52,680件、
約1,020万語）、韻文 （1980～2005年、252件、約20万語）、法律 （1976～2005年、346件、約
110万語）、国会会議録 （1976～2005年、159件、約510万語）。
（７）http：//kokkai.ndl.go.jp
（８） 『均衡コーパス』で検索した用例のうち、Yahoo!知恵袋・Yahoo!ブログの例はインターネッ
ト上のテキストデータを流用しているので、そのネット上での発信者自身の誤入力を除い
てテキストとしての信頼性は高いといえるが、書籍・白書・教科書など、もともと紙ベー
スであった資料はコーパスのテキスト入力の作業段階を経ているので、検索された用例を
そのまま使用することは危険である。今回の調査では、Yahoo!知恵袋・Yahoo!ブログ以外
の典拠の用例の場合は、可能な限り元の紙ベースの出典と対照確認することに努めた。そ
の結果、書籍・白書の用例から①～⑩のようなテキストの誤入力があり、これらは用例か
ら削除した。この出典調査対象が書籍・白書の用例典拠全体に占める割合は6.7％なので、
高率のエラー発生である。コーパス作成時のテキスト入力担当者の間に〈れれる・ｅれる〉
の使用意識があるのではないかと危惧される。①国家儀礼として位置づけせれたのは、（「さ
れ」の誤。PB32_00255・吉田一彦・文化史の構想・吉川弘文館2003）、②八時前御見舞に
来ててれた国男の友人に会ってから（「くれ」の誤。LBd9_00129・宮本百合子・獄中の夫へ・
新日本出版社1989）、③都市と郡部とでは普及率に大きな差が認めれた（「められ」の誤・
LBb3_00044・竹山昭子・昭和文化・勁草書房1987）④だれもが利用しやすいようなものに
していくことが求めれている（「められ」の誤。OW4X_00108・運輸白書運・1992）⑤「研
三」委員会が東大航研内に組織されれた。（「され」の誤。PB35_00150・秋本実・研究機開
発物語・光人社2003）、⑥デリーの街路やバザールをひき回されれた．（「され」の誤。
PB12_00072・ゴードン・ジョンソン/小谷汪之（訳）・インド・朝倉書店・2001）、⑦刊行
（ 53 ）
されれましたが，保育所独自の内容の他に（「され」の誤。PB53_00076・滝口圭子・はじ
めて学ぶ幼児教育・ミネルヴァ書房・2005）、⑧神山といれれる湘山の祠堂へ向かおうとし
た時である。（「われ」の誤。LBl2_00006・岡本好古・覇者への道・講談社・1997）、⑨落
差に耐えられれるかどうか自信がなかった（「られ」の誤。LBi9_00234・ウォルター・Ｊ・
ボイン/伏見威蕃（訳）・戦う荒鷲たち・早川書房・1994）、⑩数万倍から数十万倍に達して
いたといれれる。（「われ」の誤。LBd4_00003・林武雄・帰らぬつばさ・ぎょうせい・
1989）
（９）当該例の原本の画像を【図４】に示す。
【図４　『通商白書』1978年】
 
（10）調査の時点は、2016年8月現在である。
（11） 文法書として、ら抜き言葉について初めて記述したとされる松下（1924）は、現在でいう
ところのら抜き言葉とサ変動詞との関係について次のように記述している。「被動の助辞「ら
れる」の「ら」を省略して用ゐるのは「起きられる」「受けられる」「来られる」を略して「起
きれる」「受けれる」「来 （コ）れる」といふ類だ。上一段、下一段、カ行変格皆そうなるが平
易な説話にのみ用ゐ厳粛な説話には用ゐない。又サ行変格だけは「為（セ）られる」を「せ
れる」と云はない。（転活用「される」は有る）」。松下（1924）の記述から鑑みると現代日
本語において「せれる」の使用例が出現したことの意味は重い。
（12）【図１～２】は、浅川・竹部（2014）にある図を一部補訂したものである。
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　本稿は、日本語学会2015年度秋季大会（山口大学、2015年10月31日）において、「ら抜き言葉
の変種〈─れれる・─ｅれる〉形式にみられる受身の用法について─『振れれるのもいやだし・
いじめれれる子供・女性にことわれ続け』─」という題目で口頭発表した内容に加筆したもので
ある。日本語学会の席上において御指導と御助言を下さった方々に御礼を申し上げる。
